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＜あらまし＞  筆者らは若手 IT エンジニアの業務を通じた学びの中でリフレクションを支援

するマイクロブログを設計・開発している．本稿では設計の準備としてユーザーのニーズを把

握するため，開発対象となるマイクロブログの画面イメージ及びシステムイメージ，機能一覧

のユーザレビューを受けた結果を報告する． 
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第１筆者の勤めている企業において，IT エン

ジニアになるべく入社した社員は一定期間の新

入社員導入研修の後，各職場に配属される．その

後，２～３年間に渡り，OJT（ On-the-Job 
Training）として上司や先輩の指導のもと，配属

後の職場で業務を遂行しながら学んでいる． 
この OJT の中で，若手社員は日々，業務を遂

行し，経験を重ねているにも関わらず，同じ失敗

を繰り返す，何度も同様の指導を受ける，などの

状況が見受けられる．このことから業務経験から

の学びが十分ではないことが推察された． 
経験から学ぶプロセスモデルとして，Kolb

（1984）の経験学習モデルがある．同モデルは

実践・経験・省察（リフレクション）・概念化の

４つのサイクルを繰り返していくものであり、経

験からより深く学ぶには，経験を深く振り返り

（省察），次の経験に活かせるように概念化する

ことが重要であるとされている(1)．そして，省察

のステージにおいては，他者の働きかけが有益と

されている(2)． 
実際，当該企業でも業務経験から，省察し，概

念化したことを次の業務（実践）に活かすことが

求められている．そのため，省察を促す活動とし

て，若手社員に業務報告書の定期的な提出を課し

ていたものの，その報告は業務内容の羅列に終始

しており，十分な省察を促すには至っていなかっ

た． 
このことから業務経験を通じた学びが十分に

なされていない原因は経験学習モデルのサイク

ルが経験のステージで止まっていることであり，

その対策として，省察を的確に支援するしくみが

必要であると考えた． 
また近年，インターネットテクノロジーの発展

により，Web メールや掲示板，オンラインカレ

ンダーなどの様々な Web アプリケーションが登

場しており，私生活，特に若年層のそれにおいて

日常的に使われようになってきただけでなく，企

業内で業務を遂行する上においても重要なツー

ルとなってきている． 
このことから，業務を遂行しながら学ぶ上で，

若手社員が Web アプリケーションを使うことは

自然であると考えた． 
そこで筆者は，リフレクションを業務で使われ

ている ICT 環境上で支援する Web アプリケーシ

ョンの開発を試みることとした． 
 

 
本研究は IT エンジニアの若手社員（１～３年

目の社員）の業務を通じた学びを促すために，業

務経験のリフレクションを支援するマイクロブ

ログの設計，開発を行うことを目的とする． 
マイクロブログとは，140 文字程度の投稿文字

制限の機能を持つブログの一種である．特徴の１

つとして短い文章による投稿のため，ユーザーは

気軽に投稿することができる．それ故，一般に投

稿が頻繁に行われやすい． 
前述の通り，業務報告書は業務内容を記述だけ

に留まり，リフレクションに促すに至っていなか

った．また業務報告書に対する OJT 担当者（指

導役の先輩社員）からのフィードバックが遅延さ

れることもあった．それ故，気軽に投稿できるマ
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イクロブログを利用することで，若手社員は業務

を遂行しながら，随時，リフレクションを気軽に

行うことができ，さらに OJT 担当者からの適切

なタイミングでのフィードバックを促すことが

期待される． 
本稿では，マイクロブログを設計する準備とし

て，ユーザーのニーズを把握するために，開発対

象となるマイクロブログの画面イメージ及びシ

ステムイメージ，機能一覧を策定し，ユーザレビ

ューを受けた結果を報告する． 
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 実際のユーザーになり得る対象者である若手

社員（学習者）1 名，及び OJT 担当の経験者 7
名に対して，マイクロブログの画面イメージ及び

システムイメージ，機能一覧といった機能要件の

レビューを実施した． 
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画面イメージとして，学習者向け画面（図１）

と OJT 担当者向け画面（図２）のイメージ図を

提示した．本マイクロブログの構成は，マイクロ

ブログの代表的なサービスの１つである Twitter
の基本機能と拡張機能からなる(3)．拡張機能とし

て，独自のユーザインターフェース，具体的には，

(1)学習者がリフレクションを気軽に，かつ確実

に行えるよう，Ｙ（やったこと），Ｋ（気づいた

こと），Ｔ（次にやること）の３つの入力項目の

用意（そのうちＹとＫを入力しないと書込みがで

きない）(2)学習者の書き込み内容へのＹ，Ｋ，

Ｔの表示の２点を提示した． 
また学習者と OJT 担当者を 1 対 1 対応とし，

両者以外の書込みと閲覧ができないことも提示

した．これは社内の制度が 1 対 1 となっているた

めである． 
 

やったこと（Ｙ）

ログアウト

ＴＡＮＡＫＡ Ｙ：ＡＢＣ会社へiPhoneを活用したeラーニングシステムを提案した Ｋ：

ヒアリングのポイントを明確にする必要があった Ｔ：提案前には事前の顧客企業
の業界や事業をしっかりと調べておく

気づいたこと（Ｋ）

書込み残り入力可能な文字数 140

リフレクションし
た結果を入力す
る。「やったこと」、
「気づいたこと」
の項目は必須項
目となる

リフレクションした結果を書き込んでください

リフレクション・コメント履歴

次にやること（Ｔ）

入力できる残り
の文字数を表示
する

削除

KIMURA iPhoneのＵＩで実際に何ができるか一度、サンプルの画面を作って確認し

ておいてください。

ＴＡＮＡＫＡ Ｙ：eラーニングシステムで使われるiPhoneの画面設計をした Ｋ：iPhone
のＵＩはWebのＵＩとは異なっていた Ｔ：iPhoneのＵＩを調査する 削除

リフレクション情
報

ＯＪＴ担当者から
のフィードバック
情報ＴＡＮＡＫＡ Ｙ：○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｋ： ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｔ：

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 削除

ＴＡＮＡＫＡ Ｙ：○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｋ： ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｔ：
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 削除

 
  図１ 学習者向け画面 

コメント

ログアウト

ＴＡＮＡＫＡ Ｙ：ＡＢＣ会社へiPhoneを活用したeラーニングシステムを提案した Ｋ：ヒ

アリングのポイントを明確にする必要があった Ｔ：提案前には事前の顧客企業の
業界や事業をしっかりと調べておく

書込み残り入力可能な文字数 140

通常は非表示と
なっている。「返
信」をクリックした
際に表示される

フィードバック情報

リフレクション・コメント履歴

入力できる残り
の文字数を表示
する

返信

KIMURA iPhoneのＵＩで実際に何ができるか一度、サンプルの画面を作って確認し

ておいてください。

ＴＡＮＡＫＡ Ｙ：eラーニングシステムで使われるiPhoneの画面設計をした Ｋ：iPhone
のＵＩはWebのＵＩとは異なっていた Ｔ：iPhoneのＵＩを調査する 返信

学習者のリフレク
ション情報

リフレクション情
報に返信する

ＯＪＴ担当者から
のフィードバック
情報

ＴＡＮＡＫＡ Ｙ：○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｋ： ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｔ：
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 返信

ＴＡＮＡＫＡ Ｙ：○○○○○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｋ： ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｔ：
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 返信

削除

 
図２ OJT 担当者向け画面 
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ユーザレビューを受けた結果の内，代表的なも

のとして、指摘の数が多かった内容を抽出し、以

下に示す． 
・学習者と OJT 担当者を 1 対 1 にしているが，

多対多にし，参加者全員から書込みと閲覧がで

きるように変更した方が，多くの OJT 担当者

から多様なフィードバックを学習者が得られ

るのではないだろうか． 
・リフレクションを実施するタイミングや回数及

びリフレクションを行う対象業務についての

運用ガイドラインを策定しておくことで，効果

的で意図的なリフレクションの実施を促すこ

とに繋がるのではないだろうか． 
・リフレクション・コメント履歴について，一覧

履歴の表示を件数で区切るのか，月日で区切る

のか，さらにどの程度の数を一度に表示させる

のか，といった表示機能を追加することで，書

き込んだ内容を後から容易に見返すことに役

立てるのではないだろうか． 
 
�. ���� 
今後，本稿で報告したユーザレビューの結果を

考慮しながら，マイクロブログの設計，プロトタ

イプの開発および形成的評価と改善を実施して

いく予定である． 
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